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第 25 回 総会指針

呼びかけ 

聖霊の賜物である私たちのカリスマは、福者イエスのマリア・テレジア・ゲル
ハルディンガーのうちに、具体的にあらわされている。マザーテレジアは神に
おいて、全てが一つになることを切に望み、神の御旨を探し求め、国際共同体
の一致を目指して努力を重ね、差し迫った必要に応え、貧しい人を優先し、世界的
視野をもって、教育に従事した。創立者マザーテレジアに与えられたこのよ
うな聖霊の賜物のうちに、私たちは今もなお発展を続ける会のカリスマを 

認める。（YAS、はじめ） 

時代の差し迫った危機的状況に動かされ、私たちノートルダム教育修道女会会員は 

「神において、すべてが一つになることを切に望み」、どこにあっても、交わりと 

一致（コミュニオン）の関係を深める行動に献身します。 

私たちは、心と思いを一つにした多文化共生信仰共同体を生きる努力を深めることによ

って、万物を一つにする信頼にたる証し人として生きるよう努めます。 

~ 私たちは、共に歩み（シノダリティ）、聴き、識別し、使命を遂行する協働
的精神で、個人と共同体の生き方を見直します。そして、私たちをチャレ

ンジし、自由にし、一つに結ぶ構造と実践の在り方を共に創り上げます。 

~ 私たちは、個人、共同体、修道会、教会、世界の脆弱性を受け入れ、神へ
の全き信仰をもって、互いのそして被造界全体との相互依存を受け入れま

す。 

~ 私たちは、赦し、和解、対話、思いやり、平和づくり、そして修道会内外
の橋渡しを通して、分裂や分断された関係を癒します。 

 

私たちは、信仰に満ち、誰をも温かく歓迎する包括的な共同体として、私たちのカリ

スマと使命における生活を維持することに献身します。 

~ 私たちは、進んで変容され、使命をより真剣に受け入れ、使命への神の継
続的呼びかけに応えるために、神の前に立ちます。 
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~ 私たちのカリスマに基づき、共に福音を宣べ伝える新しい会員、アソシエ
ート、同僚を招きます。 

私たちは、グローバル共同体の社会的罪に加担していることを認め、さらなる組織変

革に取り組むことを約束します。 

 

~ 私たちは、存在と行動のすべてにおいて教育者であり、不正義の根本的原
因を取り除く具体的な道を探ります。 

~ 私たちは周縁にいる人々とともに生き、あらゆる形態の差別、不平等、暴
力をなくすために協力し合うことを約束します。 

~ 私たちは「ラウダート・シ」修道会として、総合的エコロジーの枠組みの
中で、環境と人道的危機に取り組む教会の活動と連帯します。 

 

神との交わりを深め、どこにいても人々の間の一致を深めるようにと、私たちは召さ

れ、遣わされる…全てのものが一つになるようにとのイエスの望みが、より完全に私

たちのものとなる時、一致のための努力は、全人類、全被造物を包みこむほど大きく

なる。 (YAS 会憲 9) 
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第 25 回 総会 決議事項 

私たちは、存在と行動のすべてにおいて教育者である 

人間の発展と環境の持続可能性に焦点を当てた福者テレジアの精神に基づく教育は、

私たちの世界を変容させるために不可欠である。 

私たち第 25 回総会メンバーは、現代において、私たちの教育ビジョンにいのちを与

えるグローバル教育委員会を総評議会が設置することを承認する。この多文化委員会

は、可能な限り次のことを行う。 

~ ノートルダム教育修道女会の教育ビジョンを概説し、変容をもたらす教育への
現代的アプローチを明確にした YAS に基づく文書を作成する。 

~ 教育使徒職においてリーダーとなる人材を育成するため、私たちの教育ビジョ
ンをアソシエート、同僚、志を同じくする仲間と共有する方法と実践を提案

する。 

~ 私たちの情熱を燃やすような教育会議を計画し、私たちの教育ビジョンを提示
し、神の民と地球の叫びに応え、変容をもたらす教育方法を提案する。 

~ 世界の SSND 教育使徒職を結び、ビジョンを共有し、修道会内外にコミュニテ
ィを築き、グローバル教育ネットワークを発展させる。 

私たちが交わりを築くのは、教育に向けられた使徒職を通してである。過去に私た

ちが管区や地区として行ってきたことを、今、私たちは、一つの多文化共生信仰共

同体として行わなければならない。 
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共同体における個人の成長 

絶えざる神の呼びかけと、それに対する私たちの絶え間ない応答は、共同体におけ
る個人の成長の本質である…神によって導かれ、共同体の支えを受けて、私たちは
繰り返しイエスに焦点を合わせる。イエス・キリストこそは私たちの生活の種々の
面を統合させてくださる方なのである。（YAS、一般指針１１３） 

私たち第 25 回総会メンバーは、本修道会の全会員に、次のことに献身するよう呼び

かける。 

~ 多文化共生への理解を深め、異文化及び多文化間で生活するスキルを身につ
け、その使命を生きる機会に参加する。 

~ 会員一人ひとりの背景と文化を理解し、尊重するため、召命の識別当初、初期
養成、生涯養成のすべての段階を通して、多文化共生の意識を深める。 

~ 平和と正義を培い推進する教育機会に参与する。 

~ 修道会内とより広い社会における個人的・共同体的関係において、癒しと和解
を促進するスキルを身に付け、その経験を重ねる。 

 

私たち第 25 回総会メンバーは、総評議会に以下のことを勧める。 

~ 組織構成、場所、プログラムなどの観点から、国際修練院を含むすべての PDICガ
イドラインとプログラムを常に評価する。 

~ 国際修道会としての関係を深めるために、短期多文化共生体験プログラムを
実施する。 

~ 各管区の召命プログラムとプロセスを調査・研究する委員会を設置し、知恵を
出し合いながら神の召命を識別する女性に同伴する修道会としてのアプロー

チを開発する。 
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すべてを共有する 

 
私たち第 25 回総会メンバーは、一致と協働の精神に基づき、国際修道会として 

「すべてを共有する」決議事項を尊重し、それに献身するよう呼びかける。 

総評議会が以下を行うことを承認する。 

~ 会の生活と使命のために、全会員が参与し、責任を共有できるような総会のモ
デルを探求する。 

~ 包括的で歓迎に満ちた修道会の一致を強めるために、会のリーダー、養成担
当者、財務担当者、シスター、アソシエート、スタッフ、同僚の国際的な集

まりを開始し、提供する。 

~ 管区評議会と協働し、総本部と国際修練院の財政・人材の必要に関し、長期持
続可能な計画をたてる。 

~ 各管区の財政支援を継続するゲルハルディンガー基金と使徒職基金に対する
ガイドラインを調査・発展させる委員会を設置する。 

~ ゲルハルディンガー基金と使徒職基金のための諮問委員会を設置する。この
諮問委員会は、管区長、総評議会、その他、会の財務担当者や専門コンサルタ

ントなど任命されたメンバーで構成される。この委員会は、規約および資金

へのアクセス、分配手順を検討する。 
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統治機構 

私たち第 25 回総会メンバーは、会憲と一般指針に記されている統治機構が、今もな

お適切で、私たちを聖霊の導きに対して自由にする統治機構であるかどうかを判断

するために、総評議会が検討することを承認する。（YAS 会憲 40 参照） 

 

総評議会は以下のことを実践する。 

~ 現行の統治機構の有効性に関する経験や現状を分かち合うため、全会員の参
与を促し、調査する委員会を設置する。 

~ 私たちを一致させ自由にする統治機構を共に創ることを促進し、さらなる対
話と識別ができるよう、この調査の結果を拡大総評議会に提示する。 

~ 会憲および一般指針の必要な変更箇所に関する提案を提示し、臨時総会、あ
るいは遅くとも第 26 回総会において、さらなる明確化、対話を通して承認

を得る（YAS 会憲 99 参照）。 
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コミュニケーションについて 

 
私たち第 25 回総会メンバーは、全会コミュニケーション・テクノロジー・チーム（CCTT）の

存続を支持し、総評議会に以下のことを提案する。 

~ 委員会および作業グループが使用するデジタル作業環境をつくる。 

~ 必要時、専門の通訳・翻訳者をより多く活用することを検討する。 

~ 専門家に委託し、会として一つのウェブサイトを開発することを検討する。その
専門家のグループに全会コミュニケーション・テクノロジー・チーム（CCTT）の

代表者を含める。 

~ 会のコミュニケーション計画の見直しと更新をする。 

 

また、各管区長に以下のことを提案する。 

~ 各姉妹が責任あるメディア利用のスキルを身につけるよう奨励する。 

~ 会の e メール名簿と携帯電話名簿に登録を希望する会員をサポートする。 
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第 26 回総会 総会議員選出ガイドライン 

 
私たち第 25 回総会メンバーは、会憲と会の進化する現実に導かれ、第 26 回総会の

総会議員選出に関する大まかなガイドラインを以下の通り決定した。 

 

~ 職権上の議員は、各管区と各地区から１名ずつとする。 
（YAS 一般指針 85 参照） 

~ 総会議員は、平等、比例、多様性（年齢、文化、使徒職など）を反映し、選出
する。 

管区レベルでは、第 25 回総会以降に再編成されたユニットの代表を選出する

ことが考慮される。 

~ 総長は、総評議員の同意と拡大総評議会の助言を得て、以下を決定する。 

a. 総会事務を円滑に行うために必要な総会議員数（YAS 会憲 95 参照）。 

b. 基準に基づいた追加の総会議員 
第 25 回総会以降に統合、合併、他のユニットに編入されたユニットの代表選出 

を配慮する。 

 

c. 投票権を持たないメンバー（YAS 会憲 98 参照）。 

 

総評議会は、総会の少なくとも 1 年前までに、総会議員総数と各管区・地区の総会議

員数を公表する。その際、このガイドラインに従って総会議員を割り当てる原則と理由

を説明する。 

 

 

第２５回総会の呼びかけと決議事項 

２０２３年１１月１７日 承認 



Circular 38/23 Addendum 
The Call and Acts of the 25th General Chapter 

Promulgated December 8, 2023 
Page 9 of 9 

 

2024-2030 年 総評議会の構成 

第 25 回総会メンバーは、総評議会を総長と 4 名の評議員で構成することを決定し

た。 (YAS 会憲 101 参照 2018 年 使徒的奉献生活会省 承認) 

 

2024-2030 年 総評議会の機能 

第 25 回総会メンバーは、総評議会の機能については、総評議会が自由に決められる

ことを決定した。 

 

構成と機能 

2023 年 10 月 30 日承認 

 

 

 

第 24 回総会決議事項 廃止について 

 
第 25 回総会メンバーは、第 24 回総会の以下の決議事項はすでに完了したか、修道

会の生活と精神に統合されているとし、法的決議事項としては廃止することを決定

した。 

A. 完了したもの 

1. 2018-2024 年 総評議会の構成 

2. 2018-2024 年 総評議会の機能 

3. 会のコミュニケーションとテクノロジー 

4. 第 25 回総会における総会議員選出ガイドライン 

 

B. 修道会の生活と精神に統合されたもの 

1. 総会指針 愛はすべてを与える 

2. すべてを共有する 

3. 共同体における個人の成長 

 

2023 年 11 月 17 日 廃止 
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